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ひ
と
・
仲
間
づ
く
り
、
子
育
て
環

境
、
福
祉
、
地
域
資
源
な
ど
の
各

テ
ー
マ
で
事
業
が
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
活
動

で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
工

夫
し
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す

の
で
、
今
後
の
展
開
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
拠
点
整
備
等
を
目
的
と

し
た
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
事
業
、

羽
須
美
地
域
で
進
め
て
い
る
島
根

県
の
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
モ

デ
ル
地
区
推
進
事
業
、
阿
須
那
地

区
で
本
格
稼
働
す
る
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
「
あ
す
な
地
区
応
援

隊
」
な
ど
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

が
進
む
中
で
も
持
続
可
能
な
生
活

機
能
確
保
に
挑
戦
し
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
の
成
果
を
町
内
で
共
有

し
て
い
き
ま
す
。

（
地
域
公
共
交
通
の
再
編
）

　
邑
南
町
地
域
公
共
交
通
網
形
成

て
も
１
月
に
は
新
規
感
染
者
が

1
2
0
名
を
超
え
ま
し
た
。
今
後

も
、
島
根
県
や
邑
智
郡
医
師
会
と

連
携
し
て
医
療
、
検
査
体
制
や
相

談
窓
口
を
確
保
し
、
感
染
拡
大
防

止
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
自

宅
療
養
者
に
対
し
て
も
確
実
に
健

康
観
察
や
相
談
対
応
を
行
う
と
と

も
に
、
生
活
支
援
を
継
続
し
安
心

し
て
療
養
で
き
る
体
制
を
維
持
し

ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し
て

は
令
和
３
年
度
に
３
回
目
接
種
を

本
年
度
の
主
要
事
業

３
月
定
例
議
会　
施
政
方
針
か
ら

開
始
し
、
医
療
従
事
者
、
福
祉
施

設
入
所
者
及
び
従
事
者
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
、
64
歳
以
下
の
方
、

5
～
11
歳
の
小
児
と
、
予
防
接

種
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
未
接
種
の
方
を
含
め
、
令
和

４
年
度
も
希
望
す
る
町
民
全
て
が

早
期
に
接
種
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ま
の
生
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
感
染
症
の
拡

大
防
止
に
努
め
ま
す
。

■
行
財
政
改
善
計
画
の

　
　
　
　
　
　

 

着
実
な
実
行

　
令
和
４
年
度
も
財
政
調
整
基
金

の
繰
入
れ
を
せ
ず
、
予
算
編
成
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
人

口
減
少
な
ど
の
影
響
に
よ
り
大
幅

な
税
収
の
増
額
が
期
待
で
き
な
い

等
、
本
町
の
財
政
状
況
は
引
き
続

き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
事

務
事
業
や
公
共
施
設
の
管
理
運
営

等
の
見
直
し
な
ど
、
将
来
に
向
け

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
構
築
す

べ
く
、
行
財
政
改
善
計
画
を
着
実

に
実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
重
点
項
目
１
】

　
住
民
や
他
団
体
と
の
協
働

に
よ
る
地
域
の
課
題
解
決

（
地
域
運
営
の
取
り
組
み
）

　
令
和
３
年
度
か
ら
各
地
区
で
地

区
別
戦
略
の
実
践
が
開
始
さ
れ
、

計
画
に
基
づ
き
、石
見
地
域
の「
や

ま
び
こ
号
」、
瑞
穂
地
域
の
「
ふ

く
し
号
」
に
替
わ
る
地
域
内
交
通

と
し
て
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
に
よ
る
デ

マ
ン
ド
交
通
を
開
始
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
羽
須
美
地
域
の
「
は

す
み
デ
マ
ン
ド
」
と
合
わ
せ
て
、

全
地
域
で
デ
マ
ン
ド
交
通
の
体
制

が
整
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
よ
り
利

便
性
の
高
い
地
域
公
共
交
通
網
の

構
築
に
向
け
、
地
域
間
を
繋
ぐ
路

線
バ
ス
の
再
編
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
口
羽
地
区
で

は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
と
路
線
バ
ス

を
つ
な
ぐ
交
通
機
能
を
併
せ
持
つ

「
暮
ら
し
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
設
置

の
た
め
、
羽
須
美
支
所
周
辺
の
整

備
に
向
け
て
設
計
等
の
準
備
を
進

め
ま
す
。

（
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定
）

　
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
す
空
き
家
に
つ
い

て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
対
策

を
講
じ
る
た
め
、「
邑
南
町
空
家

等
対
策
協
議
会
」
を
設
置
し
、
令

和
４
年
度
に「
空
家
等
対
策
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。
策
定
に
あ
た
っ

て
は
全
町
の
空
き
家
調
査
を
行
っ

て
実
態
を
反
映
さ
せ
る
ほ
か
、
空

き
家
を
予
防
す
る
視
点
に
つ
い
て

も
十
分
に
盛
り
込
み
、
地
域
と
の

連
携
を
重
視
し
た
内
容
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
　

 

感
染
症
対
応

　
は
じ
め
に
、
町
民
の
皆
様
方
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
徹
底
に
対
し
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
最
前
線
で
対
応
さ
れ
て

い
る
医
療
関
係
者
・
福
祉
関
係
者

の
皆
様
に
も
、
重
ね
て
敬
意
を
表

し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
感
染
力
の
高
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

が
猛
威
を
ふ
る
い
、
本
町
に
お
い

　

令
和
４
年
度
は
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
追
求
」
と
定
め
、“
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

な
い
、
人
と
つ
な
が
り
支
え
合
う
町
づ
く
り
”
と
、“
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
脱
炭
素
社
会
の
実
現
”

の
た
め
、
４
つ
の
重
点
項
目
に
基
づ
い
た
施
策
を
進
め
ま
す
。

　
（
１
）
住
民
や
他
団
体
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
の
課
題
解
決

　
（
２
）
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
産
業
づ
く
り

　
（
３
）
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
学
び
の
機
会
の
保
障

　
（
４
）
誰
も
が
生
涯
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　

ま
た
、
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
お
よ
び
行
財
政
改
善
計
画
の
着
実
な
実
行
を
基
本
方

針
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

ちくせん会議&邑南ラボ
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（
広
島
広
域
都
市
圏
へ
の
参
画
）

　
広
島
広
域
都
市
圏
は
広
島
市
が

中
心
と
な
り
、
圏
域
全
体
の
経
済

成
長
や
自
律
的
で
持
続
可
能
な
発

展
を
目
的
と
す
る
組
織
で
す
。
邑

南
町
は
令
和
４
年
度
か
ら
広
島
広

域
都
市
圏
へ
加
入
し
、
47
事
業
に

つ
い
て
相
互
に
連
携
し
て
い
き
ま

す
。
各
連
携
事
業
を
通
じ
て
、“
住

み
続
け
た
い
”“
住
ん
で
み
た
い
”

ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

（
観
光
振
興
）

　
令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
「
邑

南
町
観
光
戦
略
」
に
基
づ
き
、
令

和
４
年
度
も
引
き
続
き
、
関
係
人

口
創
出
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
新

し
い
観
光
の
学
校
」
の
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
講
座
の

受
講
生
が
邑
南
町
と
町
外
の
方
と

の
架
け
橋
と
な
り
、
関
係
人
口
創

出
を
担
っ
て
く
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
町
内
事
業
者
を
中
心

に
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
観
光
推
進

検
討
会
議
」
を
開
催
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

り
影
響
を
受
け
た
観
光
産
業
の
再

興
を
図
る
と
と
も
に
、
㈱
ぐ
る
な

び
と
の
連
携
協
定
を
活
用
し
た
情

報
発
信
の
取
組
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

【
重
点
項
目
２
】

　
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
産

業
づ
く
り

（
脱
炭
素
社
会
の
推
進
）

　
国
が
示
す
2
0
5
0
年
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
邑

南
町
と
民
間
事
業
者
の
共
同
出
資

に
よ
る
新
電
力
会
社
「
お
お
な
ん

き
ら
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
」

を
今
年
２
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

　
こ
の
新
電
力
会
社
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
よ

る
地
域
経
済
循
環
の
確
立
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
環
境

と
経
済
を
両
立
さ
せ
た
脱
炭
素
先

行
地
域
づ
く
り
を
本
格
化
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

（
道
の
駅
瑞
穂
再
整
備
事
業
）

　
令
和
４
年
度
に
は
、
基
本
設
計

を
基
に
実
施
設
計
と
融
雪
設
備
の

設
計
を
行
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

島
根
県
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
協

議
し
、
町
民
へ
の
説
明
を
行
い
な

が
ら
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
再
整
備
後
に
向
け
て
、

直
売
所
へ
の
出
荷
者
や
出
荷
量
を

確
保
す
る
た
め
の
取
組
を
併
せ
て

進
め
ま
す
。
法
令
に
準
拠
し
た
衛

生
管
理
を
行
う
施
設
の
整
備
費
用

を
支
援
し
、
農
産
物
出
荷
の
拡
大

お
よ
び
加
工
品
の
生
産
・
出
荷
が

継
続
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

（
農
林
業
振
興
）

　

ブ
ド
ウ
神
紅
の
産
地
化
に
向

け
、
神
紅
栽
培
用
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス

の
整
備
を
1.3 

ha
程
度
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
お
ー
な
ん
ア
グ
サ
ポ
隊

は
新
た
に
４
人
を
採
用
し
、
合
計

12
人
で
神
紅
に
よ
る
就
農
モ
デ
ル

を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。 

　
併
せ
て
、
令
和
３
年
９
月
に
設

立
し
た
邑
南
町
農
福
連
携
等
推
進

協
議
会
に
よ
り
、
障
が
い
や
障
が

い
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
農

福
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
や
、
農

福
連
携
の
輪
を
広
げ
る
取
組
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
令
和
４

年
度
に
４
５
１
９
万
６
千
円
を
見

込
ん
で
い
る
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
、
お
お
な
ん
未
来
へ
つ
な

ぐ
森
づ
く
り
事
業
を
引
き
続
き
実

施
し
て
、
森
林
整
備
や
人
材
の
育

成
、
森
林
資
源
の
利
用
促
進
等
の

取
組
を
進
め
ま
す
。

（
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
）

　
人
口
急
減
地
域
に
お
け
る
労
働

の
担
い
手
確
保
の
た
め
、
複
数
事

業
者
の
仕
事
を
組
み
合
わ
せ
て
人

員
を
派
遣
す
る
島
根
県
の
特
定
地

域
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
、
島
根

県
の
事
業
認
定
と
労
働
局
へ
の
派

遣
事
業
届
出
手
続
き
が
完
了
次

第
、
令
和
４
年
度
か
ら
派
遣
事
業

が
開
始
で
き
る
見
込
み
で
す
。
派

遣
事
業
開
始
後
は
、
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
協
同
組
合
の
仕
組
み
を

活
用
し
、
町
と
お
お
な
ん
地
域
づ

く
り
事
業
協
同
組
合
が
連
携
し
な

が
ら
、
派
遣
職
員
の
１
年
を
通
し

た
就
業
機
会
と
、
安
定
し
た
収
入

を
確
保
す
る
体
制
の
確
立
を
目
指

し
ま
す
。

【
重
点
項
目
３
】

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

と
学
び
の
機
会
の
保
障

（
日
本
一
の
子
育
て
村
構
想
）

　
令
和
３
年
度
に
引
き
続
き
、
邑

南
町
の
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
わ

る
す
べ
て
の
方
々
の
共
通
理
念
と

な
る
条
例
づ
く
り
に
向
け
て
、
関

係
機
関
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
条

例
制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
令
和
４
年
度
も
住
民
会

議
を
開
催
し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

町
民
参
加
の
す
そ
野
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、 

子
ど
も
の
権
利
尊
重
の

視
点
か
ら
、
子
ど
も
ま
る
ご
と
相

談
室
で
子
ど
も
か
ら
の
相
談
も
受

け
て
支
援
に
つ
な
ぐ
よ
う
な
体
制

を
整
え
ま
す
。

（
矢
上
高
校
振
興
）

　
矢
上
高
校
の
令
和
４
年
度
の
入

学
志
願
者
倍
率
も
１
倍
を
超
え
、

３
年
連
続
で
倍
率
が
１
倍
を
超
え

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
に
掲
げ
る

「
町
内
入
学
志
願
者
70
％
」
を
ほ

ぼ
達
成
（
69
％
）
す
る
こ
と
が
で

新電力会社設立会見

瑞穂ハイランドスキー場

初めて実った「神紅」
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革
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
ユ
ー

ザ
ー
中
心
の
考
え
方
で
Ｄ
Ｘ
（
＝

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
を
推
進
し
、
ユ
ー
ザ
ー

が
便
利
さ
を
実
感
で
き
る
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

◎
建
設
・
上
下
水
道
関
係
事
業

　
国
県
道
整
備
事
業
と
し
て
は
、

国
道
２
６
１
号
の
改
修
促
進
、
主

要
地
方
道
浜
田
作
木
線
、
田
所
国

府
線
の
改
良
促
進
を
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。
治
水
対
策
事
業
と
し

て
は
、
江
の
川
の
堤
防
整
備
や
両

国
橋
の
嵩
上
げ
の
早
期
採
択
、
出

羽
川
の
三
日
市
工
区
、
吉
時
工
区

の
河
川
改
修
事
業
の
促
進
を
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、
令
和
６
年
４

月
１
日
の
地
方
公
営
企
業
法
適
用

に
向
け
、
公
営
企
業
会
計
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
事
業
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
実

施
し
、
建
設
改
良
計
画
や
収
支
計

画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

き
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
に
は
新

た
な
研
修
施
設
の
建
築
工
事
に
着

手
し
、
江
津
市
桜
江
町
方
面
か
ら

の
通
学
支
援
便
の
運
行
な
ど
、
さ

ら
な
る
通
学
環
境
の
強
化
充
実
に

努
め
ま
す
。
今
後
も
安
定
し
て
入

学
志
願
者
を
確
保
す
る
た
め
、
矢

上
高
校
や
「
矢
上
高
校
と
地
域
の

未
来
を
つ
く
る
会
」と
連
携
し
て
、

令
和
４
年
度
も
、
引
き
続
き
魅
力

的
な
高
校
と
な
る
よ
う
一
層
努
め

ま
す
。

【
重
点
項
目
４
】

　
誰
も
が
生
涯
元
気
な
ま
ち

づ
く
り

　
青
壮
年
期
か
ら
高
齢
期
に
至
る

ま
で
切
れ
目
な
く
心
身
の
健
康
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸

を
図
る
取
組
を
一
層
拡
充
し
て
い

き
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
の
多

様
な
機
関
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深

め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
に
策
定
し

た
「
邑
南
町
地
域
医
療
構
想
」
に

基
づ
き
、
町
に
必
要
な
医
療
機
能

の
確
保
お
よ
び
医
療
福
祉
従
事
者

の
確
保
・
育
成
の
取
組
を
強
化
し

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
な
ど
に
必
要
な
医
療
提

供
体
制
を
維
持
し
、
町
内
民
間
診

療
所
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
新
規

開
設
ま
た
は
事
業
承
継
を
支
援
す

る
交
付
金
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
人
材
バ
ン
ク
の
拡
充
な

ど
、
医
療
福
祉
従
事
者
の
確
保
や

育
成
に
努
め
ま
す
。

◎
D
X
構
想

　
本
町
で
も
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
導
入
に
向
け
、
邑
智
郡
総
合

事
務
組
合
や
川
本
町
、
美
郷
町
と

と
も
に
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
各
業
務

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
を

行
い
、
利
用
開
始
に
向
け
た
問
題

点
の
洗
い
出
し
等
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
令
和
４
年
度
に
お
け
る
具

体
的
な
動
き
と
し
て
は
、「
転
出

転
入
手
続
き
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
」

や「
国
民
健
康
保
険
標
準
化
シ
ス

テ
ム
導
入
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
国

や
県
の
補
助
金
を
受
け
て
令
和
４

年
度
末
に
標
準
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
予
定
で
、
現
在
、
郡
内
で
導

入
に
向
け
た
準
備
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、「
邑
南
町
デ
ジ
タ
ル
変

【
令
和
４
年
度
の
教
育
の
大
き
な
方
向
性
】

１
．“
邑
南
町
の
担
い
手
”
が
育
つ
た
め
の
環
境
づ
く
り

１
．“
邑
南
町
の
担
い
手
”
が
育
つ
た
め
の
環
境
づ
く
り

　
子
ど
も
た
ち
は
、「
い
ま
」
を
生
き
る
大
人
た
ち
の
姿
や
価
値
観

を
見
て
学
び
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
社
会
を
生
き
て
い
く
の
に
必

要
な
論
理
的
思
考
力
や
読
解
力
は
学
校
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
社
会
力
や
非
認
知
能
力
な
ど
、
地
域
と
の
関
わ
り
の
中
で
こ

そ
育
つ
力
も
あ
り
ま
す
。
邑
南
町
が
持
続
可
能
な
町
で
あ
る
た
め

に
社
会
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
と
り
わ
け
公
民
館
の
あ
り
方

は
、「
こ
れ
か
ら
」
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
だ

と
考
え
ま
す
。

　
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
の
取
組
を
広
げ
、
公
民
館

が
町
民
と
行
政
の
協
働
の
場
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

２
．
互
い
の
違
い
を
認
め
合
う
“
多
様
性
教
育
”

２
．
互
い
の
違
い
を
認
め
合
う
“
多
様
性
教
育
”

　

新
学
習
指
導
要
領
に
も
あ
る
よ
う
に
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構

築
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
社
会
変
化
を
乗
り
越
え
る
力
が
必
要

で
す
。
性
別
、
国
籍
、
障
が
い
の
有
無
、
年
齢
、
立
場
な
ど
、
様
々

な
違
い
を
乗
り
越
え
て
お
互
い
が
認
め
合
い
、
分
け
隔
て
な
い
関

係
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
両

面
か
ら
、「
ち
が
い
」
を
豊
か

さ
に
変
え
て
い
く
多
様
性
教
育

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

邑
南
町
教
育
委
員
会　

教
育
方
針

邑
南
町
教
育
委
員
会　

教
育
方
針

施政方針全編を

YouTube 動画で

配信

教育方針全編を

YouTube 動画で

配信
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佐
さ の

野　愛
あ い か

華
① 保健課
② 出雲市
③ 町民の皆様一人ひとりの
生活に寄り添い、頼ってい
ただけるような保健師とな
れるよう、がんばります

令和4年4月1日付

13 人の新入職員をよろしくお願いします !!

質問事項
  ① 配属
  ② 出身地
  ③ 抱負

井
いのうえ

上　大
ひ ろ き

輝
① 総務課
② 邑南町（矢上）
③ 住民の方々や邑南町に少
しでも貢献できるようにが
んばっていきたいです

伊
い と う

藤　好
こうじゅ

寿
① 財務課
② 益田市
③ 住民の方々と同じ目線で
寄り添うことのできる職員
になります

植
う え だ

田　ほの香
か

① 財務課 出納室
② 松江市
③ 邑南町の未来を背負える
人材になれるよう、がんば
ります

鈴
す ず き

木　麗
かず

① 町民課
② 浜田市
③ 地域の方々を支えること
ができるよう頑張ります

古
ふるかわ

川　寛
ひ ろ と

人
① 福祉課
② 徳島県石井町
③ 町民の皆様に信頼してい
ただける町職員になれるよ
う精一杯頑張りたいと思い
ます

清
し み ず

水　宏
こうすけ

輔
① 地域みらい課
② 北広島町
③ 信頼される職員を目指し
ます

松
まつもと

本　直
な お こ

子
① 総務課
② 邑南町（矢上）
③ 一日も早く仕事を覚えて
町民の皆様に信頼していただ
けるようがんばります

三
み う ら

浦　翔
しょうと

斗
① 生涯学習課
② 浜田市
③ 邑南町のことをいろいろ
と覚えていき、仕事に従事
したいと思います

松
まつもと

本　愛
よしふみ

史
① 産業支援課
② 浜田市
③ 少しでも早く邑南町に馴
染んで、住民の方々の生活
を豊かにしていけるように
がんばりたいと思います

米
よねむら

村　慎
しんいち

一
① 建設課
② 鳥取市
③ 邑南町に住んで 20 年に
なります。役場職員として
の自覚をもって一生懸命が
んばります

石
いしばし

橋　由
よしたか

敬
① 学校教育課
② 北広島町
③ 町民の皆様から信頼され
る職員になれるようがんば
ります。よろしくお願いし
ます

秋
あきもと

本　啓
け い た

太
① 地域みらい課
② 松江市
③ 県庁から人事交流で参り
ました。2 年間、邑南町で
公私とも様々な経験をした
いと思っています

新規採用職員 紹介
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主な普通建設事業費

会　　計 令和４年度 令和３年度 比較増減 増減率

一般会計 138億6,210万円  123億2,000万円 15億4,210万円 12.5% 

特別会計 36億8,250万円 32億　200万円 4億8,050万円 15.0% 

 国民健康保険 14億7,900万円 13億7,100万円 1億　800万円 7.9% 

 直営診療所 1億　850万円 1億　100万円 750万円 7.4% 

 後期高齢者医療 3億8,200万円 3億9,500万円 △1,300万円 △3.3% 

 下水道 10億2,200万円 9億2,800万円 9,400万円 10.1% 

 電気通信 6億9,100万円 4億　700万円 2億8,400万円 69.8% 

総　合　計 175億4,460万円 155億2,200万円 20億2,260万円 13.0%

令和４年度当初予算と令和３年度当初予算の比較

※千円以下を四捨五入しているため、実際の額と差異が生じています。

令和４年度

邑南町 当初予算の概要
一般会計は、昨年度に比べ
　　　　15 億 4,210 万円増額総額 億4,460万円175

主な事業
（普通建設事業を除く新規・拡充分）
・ふるさと基金事業費
・ポストコロナ誘客 PV 展開事業
・矢上高校教育振興事業費
・ふるさとリノベータ―事業費
・特定地域づくり事業費
・DX 推進費
・地域内交通事業費
・高齢者つどいの場づくり事業費
・配食サービス事業費
・民間保育所運営対策事業補助費
・民間診療所支援事業費
・病院費（邑智病院への繰出金）
・邑南町農林総合事業費
・中山間地域等直接支払事業交付金
・おーなんアグサポ隊事業費
・農業用ハウス等リース支援事業
・有機農業産地づくり推進緊急対策事業
・邑南町森林環境保全対策基金活用事業
・道路維持費
・除雪費
・非常備消防費

1億3,457万9千円
1,650万円

1,562万7千円
2,068万5千円
1,054万5千円

708万4千円
750万円
684万円

2,136万円
7,065万7千円

1,000万円
9億5,510万7千円

952万8千円
2億4,049万2千円

5,160万円
8,889万5千円

548万6千円
5,256万2千円
4,271万8千円
8,072万2千円
4,602万3千円

・邑学館整備事業費
・小さな拠点づくりモデル地区推進事業費
・道の駅瑞穂整備事業
・農地耕作条件改善事業費（下亀谷地区）
・農道和田線整備事業費
・地籍調査費
・森林研究・整備機構造林受託事業費
・町行造林整備事業費
・断魚渓改修事業費
・三江線鉄道公園整備事業費
・道路新設改良費
（高見宇都井線・簾金比羅線・和田線など10路線および定期点検）
・橋りょう長寿命化事業費（町道橋点検含む）
・県単急傾斜地崩壊防止対策事業費
・三本松団地ストック改善事業費
・根布団地建設事業費
・小中学校施設衛生環境改善事業費
・石見中学校調査設計費
・石見中学校改築付帯工事費
・石見中学校改築工事費
・羽須美体育館耐震事業費

4億2,718万9千円
1,480万円

2億9,528万8千円
2,002万円
2,000万円

1億4,289万1千円
7,276万円
4,404万円
2,300万円
1,400万円

2億1,317万4千円

2,315万1千円
1,920万円

1,635万2千円
3,805万5千円
8,030万4千円
2,722万8千円

1,584万円
11億2,327万8千円

6,165万3千円
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水道事業会計
■ 予算額

令和４年度 令和３年度 比較増減 増減率

収
益
的

収入 4億3,490万円 4億4,599万円 △1,109万円 △2.5％

支出 4億1,465万円 4億2,528万円 △1,063万円 △2.5％

資
本
的

収入 2億9,335万円 2億8,143万円 1,192万円 4.2％

支出 4億7,552万円 4億5,691万円 1,861万円 4.1％

合
計

収入 7億2,825万円 7億2,742万円 83万円 0.1％

支出 8億9,017万円 8億8,219万円 798万円 0.9％

■ 企業債（借入金）残高見込
令和４年度末 令和３年度末 比較増減

24億9,255万円 26億4,173万円 △1億4,918万円

主な水道施設整備事業
◆配水管耐震化（基幹改良）事業　9,457万円
　邑南町の水道管の総延長は約325kmあり、布設
後40年以上経過した老朽管が20％あります。老朽
管率の高い布施地区、市木地区、日和地区の配水
管改良事業については、令和４年度から工事に着
手します。

◆遠方監視システム更新事業　4,000万円
　繰越事業となった親局整備とあわせ、子局整備
を行います。

◆その他水道施設改良事業　2,149万円
　水道施設の機器（ポンプ等）の更新を計画的に実
施します。

12,739

6,3476,650

13,13814,446

11,204

14,444

11,709

14,711

12,310

13,033

5,438

H25 年度末 R2 年度末H29 年度末H28 年度末H27 年度末H26 年度末

単位：百万円

R1 年度末

13,714

10,588

H30 年度末

12,696

5,821

特別会計
一般会計

30,000
（300億円）

20,000
（200億円）

10,000
（100億円）

R3 年度末
（見込）

13,292

5,057

R4 年度末
（見込）

14,928

5,125

町債（借入金）現在高の状況

一般会計　歳入予算（性質別）

H25 年度末
R2 年度末

H29 年度末
H28 年度末

H27 年度末
H26 年度末

5,142

4,331
4,646

5,420
5,2755,275

単位：百万円

4,951

R1 年度末
H30 年度末

5,430

基金（積立・定額運用）残高の状況

5,000
（50億円）

4,000
（40億円）

3,000
（30億円） R3 年度末

（見込）

5,566

R4 年度末
（見込）

5,279

一般会計　歳出予算（性質別）

　邑南町の令和４年度当初予算が、３月に行われた

議会定例会で可決成立しました。

　一般会計予算額は、昨年度比 15 億 4210 万円増額

（12.5％）の 138 億 6210 万円となっています。

　特別会計については、５事業全体で 4億 8050 万円

の増額（15.0％）となり、総額 36 億 8250 万円となっ

ています。
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邑南町行政機構・人員配置

町長
　石橋良治

副町長
　日高輝和

教育長
　土居達也

課
名
・
室
名

課
長
等

グ
ル
ー
プ
・
係
名

（
　
）
は
兼
務

課
長
補
佐
等
係
長
等

課
員

事
務
分
掌

議会
議
会
事
務
局

井
上
義
博

総
務
係
、
議
事
調
査
係

（
監
査
係
）

植
田
靖
子

議
会
運
営
／
各
委
員
会
運
営

○
監
査
委
員

邑南町役場
総
務
課

大
賀　
定

管
財
グ
ル
ー
プ

森
脇
充
洋

横
洲　
竜　
三
上
孝
志　
橋
本
尚
也

山
本
萌
美　
森
田
恭
平　
松
本
直
子

中
村
晃
久　
田
中
勇
磨　
井
上
大
輝

笹
田
浩
司

人
事
／
職
員
管
理
／
条
例
／
個
人
情
報
保
護
／
文
書
管
理
／
秘
書
／

栄
典
／
寄
附
行
為
／
入
札
／
行
政
連
絡
／
公
聴
／
地
縁
団
体
／
行
財

政
改
革
／
公
有
財
産
管
理
／
危
機
管
理
／
感
染
大
流
行
／
防
災
／
消

防
／
防
犯
／
国
民
保
護
／
米
軍
飛
行
騒
音
／
原
子
力
安
全
対
策
／
交

通
安
全
／
地
籍
調
査

行
政
グ
ル
ー
プ

新
屋
聡
士

人
事
グ
ル
ー
プ

大
田
真
司

地
籍
・
危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

松
本
義
文

矢
上
博
一

財
務
課

三
上
和
彦

（
会
計
管
理
者
）

財
政
グ
ル
ー
プ

森
田
政
徳

岡
本
章
夫

河
野
哲
典　
小
玉
典
世　
橋
本
憲
明

玉
木
俊
宏　
村
本
菜
摘　
伊
藤
好
寿

予
算
／
地
方
債
／
決
算
統
計
／
財
政
計
画
／
総
合
計
画
／
町
民
税

（
個
人
・
法
人
）／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
軽
自
動
車
税
／
た
ば

こ
税
／
入
湯
税
／
税
外
債
権

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

税
務
グ
ル
ー
プ

池
永
義
将

服
部
幸
朗

柳
幸
二
郎

秋
田
敏
子

（
総
合
調
整
統
括
）
債
権
管
理
・
窓
口
調
整

（
出
納
室
）

庶
務
グ
ル
ー
プ

日
高
和
美

松
浦
香
織(

分
室)

俵　
悠
大　
植
田
ほ
の
香

出
納
／
決
算
／
指
定
金
融
機
関
／
物
品

情
報
み
ら
い

　
　
　
創
造
課
柳
川
修
司

D
X
推
進
グ
ル
ー
プ

新
井
紀
弘

高
橋　

創　

藤
彌
葵
実　

大
久
保
光
機　

日
高
郁
弥

D
X
推
進
／
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
／
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
／
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
／
広
報
・
情
報
発
信
／
防
災
無
線
管
理
／
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

情
報
調
整
グ
ル
ー
プ

新
屋
裕
美

地
域
み
ら
い
課
田
村　
哲

生
活
交
通
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
淳

藤
田
浩
司　
瀧
桐　
亮　
上
田
直
明

湯
浅
孝
史　
川
取
雅
也　
清
水
宏
輔

日
高
雅
貴　
板
屋
愛
子

秋
本
啓
太（
県
人
事
交
流
）

定
住
対
策
／
広
域
行
政
／
地
域
振
興
／
交
通
確
保
対
策
／
研
修
制

度
／
土
地
開
発
公
社
／
開
発
公
社
／
自
治
会
／
矢
上
高
等
学
校
振

興
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
／
出
身
者
会
／
日
本
一
の
子
育
て
村
構
想
推
進

／
総
合
計
画
／
企
画
会
議
及
び
事
業
調
整
／
統
計
／
行
政
評
価
／

住
宅
相
談
セ
ン
タ
ー

定
住
グ
ル
ー
プ

田
村
成
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
グ
ル
ー
プ
岸　
慎
也

町
民
課

河
野
博
美

住
民
グ
ル
ー
プ

小
形
め
ぐ
み

北
野
将
志　
賀
美　
敦　
河
井
美
穂

森
脇　
祐　
谷
口
晴
香　
服
部
千
晴

鈴
木　
麗　
種　
由
美

戸
籍
／
住
民
登
録
／
印
鑑
登
録
／
年
金
／
選
挙
／
パ
ス
ポ
ー
ト
発

給
／
消
費
者
行
政
／
人
権
／
国
民
健
康
保
険
／
国
保
直
営
診
療
所

／
後
期
高
齢
者
医
療
／
斎
場
／
墓
地
／
男
女
共
同
参
画
／
環
境
衛

生
・
保
全
／
公
害
／
水
質
汚
濁
／
狂
犬
病
予
防
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付

○
選
挙
管
理
委
員
会

国
保
・
環
境
グ
ル
ー
プ

森
田
学
治

片
桐
政
彦

小
笠
原
秀
彦

古
柳
秀
明

矢
上
診
療
所

宮
本
雄
一

診
療
所
グ
ル
ー
プ

佐
藤
匡
裕

服
部
真
実　
笹
田
千
尋　
中
野
由
喜

邑南町役場
福
祉
課

小
笠
原
誠
治

地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ

峡
戸
真
理
恵
三
上
瑞
恵

小
玉
智
教　
日
高
有
子　
沖　
利
奈

河
内
洋
子　
服
部　
玲　
岩
本
竜
太
郎

古
川
寛
人　
上
田
郁
子

地
域
福
祉
／
障
害
者
福
祉
／
日
赤
／
介
護
保
険
／
介
護
予
防
／
高

齢
者
福
祉
／
保
健
予
防
／
保
健
指
導
／
法
人
支
援
／
児
童
福
祉
／

生
活
保
護
／
民
生
児
童
委
員

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

○
福
祉
事
務
所

こ
ど
も
ま
る
ご
と
相
談
グ
ル
ー
プ
安
田
裕
子

竹
野
勝
治

地
域
包
括
グ
ル
ー
プ

南
原
美
穂
子

介
護
予
防
グ
ル
ー
プ

山
﨑
浩
昭

医
療
政
策
課

口
羽
正
彦

医
療
政
策
係

天
津
兼
房

地
域
医
療
体
制
確
保

保
健
課

坂
本
晶
子

総
務
グ
ル
ー
プ

岩
井
和
也

田
村
由
理

三
上
英
志

静
間
翔
子　
森
脇
梓
里　
石
橋
め
ぐ
み

北
野
沙
央
里　
森
田
英
恵　
渡
邊
ひ
と
み

大
島
萌
々
果　
大
倉　
歩　
竹
内
芳
騎

下
橋
な
な
子　
佐
野
愛
華

国
保
保
健
事
業
／
高
齢
者
保
健
事
業
／
予
防
接
種
／
保
健
事
務
／

保
健
予
防
／
保
健
指
導
／
病
院
組
合
／
介
護
予
防

保
健
グ
ル
ー
プ

上
田
千
香
子
渡
部
由
紀
子

沖
野
幾
子

椿　
貴
史

水
道
課

沖
野
弘
輝

下
水
道
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
昭

田
中
利
明

寺
本
雅
也

三
上
隆
史　
漆
谷
健
太　
平
野
健
吾

下
水
道
／
生
活
排
水
／
上
水
道
／
飲
料
水
供
給

上
水
道
グ
ル
ー
プ

和
田　
功

寺
本
章
子

産
業
支
援
課

白
須　
寿

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

岩
本
伸
司

一
岡
洋
治

伊
藤
紗
代　
尾
谷　
亮　
日
野
貴
志
郎

八
田
裕
貴　
高
村
真
実　
土
居
青
乃

松
本
愛
史　
日
高　
始　
日
高
直
喜

商
工
振
興
／
観
光
振
興
／
労
働
行
政
／
特
産
品
開
発
／
企
業
支

援
・
誘
致
／
都
市
交
流
／
し
ご
と
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
／
ふ
る
さ
と

寄
附
／
無
料
職
業
紹
介
所
／
農
業
振
興
／
米
政
策
／
担
い
手
育
成

／
園
芸
振
興
／
新
規
就
農
者
支
援
／
環
境
農
業
／
鳥
獣
被
害
対
策

／
畜
産
振
興
／
地
産
地
消
推
進
／
林
業
振
興
／
造
林
事
業
／
保
安

林
／
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
／
６
次
産
業
化

○
農
業
委
員
会

農
業
グ
ル
ー
プ

金
山　
功

森
田
健
司

惣
田　
智

産
業
振
興
総
合
調
整

三
浦
雄
一
郎

林
業
グ
ル
ー
プ

野
田
嘉
彦

建
設
課

上
田　
修

農
林
土
木
グ
ル
ー
プ

瀧
本
伸
二

小
西
裕
真　
宇
津
田
俊
哉　
米
村
慎
一　

山
根
一
弘　
三
宅
星
也　
梶
谷
悠
介

町
道
／
除
雪
／
河
川
／
災
害
／
公
営
住
宅
／
農
道
／
林
道
／
治
山

／
土
地
改
良（
徴
収
含
む
）

土
木
維
持
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
清

砂
田
健
史

小
畑
芳
秋

（
施
設
管
理
統
括
）
施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

寺
本
典
明

瑞穂支所
瑞
穂
支
所

三
浦
康
孝

窓
口
グ
ル
ー
プ

甲
山
尚
江

藤
田
睦
弘

佐
々
木
淳
子

櫻
尾
綾
子　
高
橋
昌
宏　
洲
濵
浩
敏

支
所
管
理
／
町
民
税
／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
戸
籍
／
住
民
登

録
／
国
民
年
金
／
国
民
健
康
保
険
／
介
護
保
険
／
高
齢
者
福
祉

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

森
口
英
司

佐
田
博
之

角
矢
永
嗣

安
田
和
史

藤
原
大
祐

上
水
道
／
生
活
排
水
／
町
道
／
農
道
／
林
道
／
農
政
／
畜
産
／
林

政
／
商
工
観
光
／
公
営
住
宅

羽須美支所
羽
須
美
支
所

上
田
康
典

窓
口
グ
ル
ー
プ

永
井
智
行

本
多
真
由
美

神
座
一
人

日
高
幸
男　
上
口
美
帆　
森
田
一
平

支
所
管
理
／
町
民
税
／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
戸
籍
／
住
民
登

録
／
国
民
年
金
／
国
民
健
康
保
険
／
介
護
保
険
／
高
齢
者
福
祉
／

地
域
振
興

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

三
宅
正
浩

藤
原　
智

上
水
道
／
生
活
排
水
／
町
道
／
農
道
／
林
道
／
農
政
／
畜
産
／
林

政
／
商
工
観
光
／
公
営
住
宅
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課
名
・
室
名

課
長
等

グ
ル
ー
プ
・
係
名

（
　
）
は
兼
務

課
長
補
佐
等
係
長
等

課
員

事
務
分
掌

議会
議
会
事
務
局

井
上
義
博

総
務
係
、
議
事
調
査
係

（
監
査
係
）

植
田
靖
子

議
会
運
営
／
各
委
員
会
運
営

○
監
査
委
員

邑南町役場
総
務
課

大
賀　
定

管
財
グ
ル
ー
プ

森
脇
充
洋

横
洲　
竜　
三
上
孝
志　
橋
本
尚
也

山
本
萌
美　
森
田
恭
平　
松
本
直
子

中
村
晃
久　
田
中
勇
磨　
井
上
大
輝

笹
田
浩
司

人
事
／
職
員
管
理
／
条
例
／
個
人
情
報
保
護
／
文
書
管
理
／
秘
書
／

栄
典
／
寄
附
行
為
／
入
札
／
行
政
連
絡
／
公
聴
／
地
縁
団
体
／
行
財

政
改
革
／
公
有
財
産
管
理
／
危
機
管
理
／
感
染
大
流
行
／
防
災
／
消

防
／
防
犯
／
国
民
保
護
／
米
軍
飛
行
騒
音
／
原
子
力
安
全
対
策
／
交

通
安
全
／
地
籍
調
査

行
政
グ
ル
ー
プ

新
屋
聡
士

人
事
グ
ル
ー
プ

大
田
真
司

地
籍
・
危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

松
本
義
文

矢
上
博
一

財
務
課

三
上
和
彦

（
会
計
管
理
者
）

財
政
グ
ル
ー
プ

森
田
政
徳

岡
本
章
夫

河
野
哲
典　
小
玉
典
世　
橋
本
憲
明

玉
木
俊
宏　
村
本
菜
摘　
伊
藤
好
寿

予
算
／
地
方
債
／
決
算
統
計
／
財
政
計
画
／
総
合
計
画
／
町
民
税

（
個
人
・
法
人
）／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
軽
自
動
車
税
／
た
ば

こ
税
／
入
湯
税
／
税
外
債
権

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

税
務
グ
ル
ー
プ

池
永
義
将

服
部
幸
朗

柳
幸
二
郎

秋
田
敏
子

（
総
合
調
整
統
括
）
債
権
管
理
・
窓
口
調
整

（
出
納
室
）

庶
務
グ
ル
ー
プ

日
高
和
美

松
浦
香
織(

分
室)

俵　
悠
大　
植
田
ほ
の
香

出
納
／
決
算
／
指
定
金
融
機
関
／
物
品

情
報
み
ら
い

　
　
　
創
造
課
柳
川
修
司

D
X
推
進
グ
ル
ー
プ

新
井
紀
弘

高
橋　

創　

藤
彌
葵
実　

大
久
保
光
機　

日
高
郁
弥

D
X
推
進
／
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
／
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
／
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
／
広
報
・
情
報
発
信
／
防
災
無
線
管
理
／
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

情
報
調
整
グ
ル
ー
プ

新
屋
裕
美

地
域
み
ら
い
課
田
村　
哲

生
活
交
通
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
淳

藤
田
浩
司　
瀧
桐　
亮　
上
田
直
明

湯
浅
孝
史　
川
取
雅
也　
清
水
宏
輔

日
高
雅
貴　
板
屋
愛
子

秋
本
啓
太（
県
人
事
交
流
）

定
住
対
策
／
広
域
行
政
／
地
域
振
興
／
交
通
確
保
対
策
／
研
修
制

度
／
土
地
開
発
公
社
／
開
発
公
社
／
自
治
会
／
矢
上
高
等
学
校
振

興
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
／
出
身
者
会
／
日
本
一
の
子
育
て
村
構
想
推
進

／
総
合
計
画
／
企
画
会
議
及
び
事
業
調
整
／
統
計
／
行
政
評
価
／

住
宅
相
談
セ
ン
タ
ー

定
住
グ
ル
ー
プ

田
村
成
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
グ
ル
ー
プ
岸　
慎
也

町
民
課

河
野
博
美

住
民
グ
ル
ー
プ

小
形
め
ぐ
み

北
野
将
志　
賀
美　
敦　
河
井
美
穂

森
脇　
祐　
谷
口
晴
香　
服
部
千
晴

鈴
木　
麗　
種　
由
美

戸
籍
／
住
民
登
録
／
印
鑑
登
録
／
年
金
／
選
挙
／
パ
ス
ポ
ー
ト
発

給
／
消
費
者
行
政
／
人
権
／
国
民
健
康
保
険
／
国
保
直
営
診
療
所

／
後
期
高
齢
者
医
療
／
斎
場
／
墓
地
／
男
女
共
同
参
画
／
環
境
衛

生
・
保
全
／
公
害
／
水
質
汚
濁
／
狂
犬
病
予
防
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付

○
選
挙
管
理
委
員
会

国
保
・
環
境
グ
ル
ー
プ

森
田
学
治

片
桐
政
彦

小
笠
原
秀
彦

古
柳
秀
明

矢
上
診
療
所

宮
本
雄
一

診
療
所
グ
ル
ー
プ

佐
藤
匡
裕

服
部
真
実　
笹
田
千
尋　
中
野
由
喜

邑南町役場
福
祉
課

小
笠
原
誠
治

地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ

峡
戸
真
理
恵
三
上
瑞
恵

小
玉
智
教　
日
高
有
子　
沖　
利
奈

河
内
洋
子　
服
部　
玲　
岩
本
竜
太
郎

古
川
寛
人　
上
田
郁
子

地
域
福
祉
／
障
害
者
福
祉
／
日
赤
／
介
護
保
険
／
介
護
予
防
／
高

齢
者
福
祉
／
保
健
予
防
／
保
健
指
導
／
法
人
支
援
／
児
童
福
祉
／

生
活
保
護
／
民
生
児
童
委
員

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

○
福
祉
事
務
所

こ
ど
も
ま
る
ご
と
相
談
グ
ル
ー
プ
安
田
裕
子

竹
野
勝
治

地
域
包
括
グ
ル
ー
プ

南
原
美
穂
子

介
護
予
防
グ
ル
ー
プ

山
﨑
浩
昭

医
療
政
策
課

口
羽
正
彦

医
療
政
策
係

天
津
兼
房

地
域
医
療
体
制
確
保

保
健
課

坂
本
晶
子

総
務
グ
ル
ー
プ

岩
井
和
也

田
村
由
理

三
上
英
志

静
間
翔
子　
森
脇
梓
里　
石
橋
め
ぐ
み

北
野
沙
央
里　
森
田
英
恵　
渡
邊
ひ
と
み

大
島
萌
々
果　
大
倉　
歩　
竹
内
芳
騎

下
橋
な
な
子　
佐
野
愛
華

国
保
保
健
事
業
／
高
齢
者
保
健
事
業
／
予
防
接
種
／
保
健
事
務
／

保
健
予
防
／
保
健
指
導
／
病
院
組
合
／
介
護
予
防

保
健
グ
ル
ー
プ

上
田
千
香
子
渡
部
由
紀
子

沖
野
幾
子

椿　
貴
史

水
道
課

沖
野
弘
輝

下
水
道
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
昭

田
中
利
明

寺
本
雅
也

三
上
隆
史　
漆
谷
健
太　
平
野
健
吾

下
水
道
／
生
活
排
水
／
上
水
道
／
飲
料
水
供
給

上
水
道
グ
ル
ー
プ

和
田　
功

寺
本
章
子

産
業
支
援
課

白
須　
寿

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

岩
本
伸
司

一
岡
洋
治

伊
藤
紗
代　
尾
谷　
亮　
日
野
貴
志
郎

八
田
裕
貴　
高
村
真
実　
土
居
青
乃

松
本
愛
史　
日
高　
始　
日
高
直
喜

商
工
振
興
／
観
光
振
興
／
労
働
行
政
／
特
産
品
開
発
／
企
業
支

援
・
誘
致
／
都
市
交
流
／
し
ご
と
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
／
ふ
る
さ
と

寄
附
／
無
料
職
業
紹
介
所
／
農
業
振
興
／
米
政
策
／
担
い
手
育
成

／
園
芸
振
興
／
新
規
就
農
者
支
援
／
環
境
農
業
／
鳥
獣
被
害
対
策

／
畜
産
振
興
／
地
産
地
消
推
進
／
林
業
振
興
／
造
林
事
業
／
保
安

林
／
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
／
６
次
産
業
化

○
農
業
委
員
会

農
業
グ
ル
ー
プ

金
山　
功

森
田
健
司

惣
田　
智

産
業
振
興
総
合
調
整

三
浦
雄
一
郎

林
業
グ
ル
ー
プ

野
田
嘉
彦

建
設
課

上
田　
修

農
林
土
木
グ
ル
ー
プ

瀧
本
伸
二

小
西
裕
真　
宇
津
田
俊
哉　
米
村
慎
一　

山
根
一
弘　
三
宅
星
也　
梶
谷
悠
介

町
道
／
除
雪
／
河
川
／
災
害
／
公
営
住
宅
／
農
道
／
林
道
／
治
山

／
土
地
改
良（
徴
収
含
む
）

土
木
維
持
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
清

砂
田
健
史

小
畑
芳
秋

（
施
設
管
理
統
括
）
施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

寺
本
典
明

瑞穂支所
瑞
穂
支
所

三
浦
康
孝

窓
口
グ
ル
ー
プ

甲
山
尚
江

藤
田
睦
弘

佐
々
木
淳
子

櫻
尾
綾
子　
高
橋
昌
宏　
洲
濵
浩
敏

支
所
管
理
／
町
民
税
／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
戸
籍
／
住
民
登

録
／
国
民
年
金
／
国
民
健
康
保
険
／
介
護
保
険
／
高
齢
者
福
祉

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

森
口
英
司

佐
田
博
之

角
矢
永
嗣

安
田
和
史

藤
原
大
祐

上
水
道
／
生
活
排
水
／
町
道
／
農
道
／
林
道
／
農
政
／
畜
産
／
林

政
／
商
工
観
光
／
公
営
住
宅

羽須美支所
羽
須
美
支
所

上
田
康
典

窓
口
グ
ル
ー
プ

永
井
智
行

本
多
真
由
美

神
座
一
人

日
高
幸
男　
上
口
美
帆　
森
田
一
平

支
所
管
理
／
町
民
税
／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
戸
籍
／
住
民
登

録
／
国
民
年
金
／
国
民
健
康
保
険
／
介
護
保
険
／
高
齢
者
福
祉
／

地
域
振
興

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

三
宅
正
浩

藤
原　
智

上
水
道
／
生
活
排
水
／
町
道
／
農
道
／
林
道
／
農
政
／
畜
産
／
林

政
／
商
工
観
光
／
公
営
住
宅

※
窓
口
業
務
連
携
・
支
援
の
た
め
、
本
庁
職
員
が
支
所
の
窓
口
で
対
応
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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課
名
・
室
名
課
長
等

グ
ル
ー
プ
・
係
名

（
　
）
は
兼
務

課
長
補
佐
等
係
長
等

課
員

事
務
分
掌

教育委員会
学
校
教
育
課
高
瀬
満
晃
施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

種　
昇
二

原
田
裕
美　
橋
本
有
木
子　
湯
浅
康
平　
石
橋
由
敬

屋
原
絵
理(

市
木
小)　
小
林
由
香(

瑞
穂
中)　
友
澤
眞
由
美(

瑞
穂
小)

佐
貫
悦
子(

高
原
小
）　
野
上
小
百
合(

石
見
中)　
漆
谷
幸
恵(

石
見
東
小)

細
川
直
美(

矢
上
小
）　
坂
根
加
奈
子(

日
貫
小)　
永
井
京
子(

羽
須
美
中)

日
高
順
子(

阿
須
那
小)　
宅
見
雅
子(

口
羽
小)

教
育
委
員
会
／
規
則
／
学
校
業
務
／
学
校
安
全

／
施
設
管
理
／
学
校
給
食
／
特
別
支
援
／
ス

ク
ー
ル
バ
ス
／
語
学
普
及
／
就
学
援
助
／
奨
学

金

総
務
・
学
事
グ
ル
ー
プ

植
田
啓
司

田
澤
憲
司

生
涯
学
習
課
三
上　
徹

社
会
教
育
推
進
グ
ル
ー
プ
原　
拓
矢

原
田
千
恵
美

三
上
智
之　
仁
柿
雅
裕　
林　
享
佑　
静
間
啓
史

三
浦
翔
斗　
尼
川
雅
之　
大
橋　
覚　

小
笠
原
美
穂
子（
布
施
公
）　
植
田
貴
文（
高
原
公
）

藤
井
祥
平（
市
木
公
）　
藤
井
勇
輝（
井
原
公
）　
森
上
慶
一(

矢
上
公)

伊
東
真
輝(

中
野
公)　
伊
東
明
洋(

ハ
ン
ザ
ケ
自
然
館)

公
民
館
／
社
会
教
育
／
人
権
・
同
和
教
育
／
社

会
体
育
／
図
書
館
／
ハ
ン
ザ
ケ
自
然
館
／
郷
土

館
／
文
化
振
興
／
文
化
財
／
地
域
づ
く
り
推
進

／
夢
づ
く
り
プ
ラ
ン
／
出
前
講
座
／
食
育
の
推

進

施
設
管
理
・
公
民
館

グ
ル
ー
プ

新
屋
寛
之

大
野
芳
典

今
手
景
祐（
口
羽
公
）

佐
々
木
義
彦（
出
羽
公
）

有
井
貞
之（
田
所
公
）

湯
浅
美
保（
日
貫
公
）

山
田
英
毅（
日
和
公
）

品
川
淳
子（
図
書
館
）

◆
こ
の
ほ
か
に
、
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
・
臨
時
職

　
員
等
、
定
数
に
含
ま
な
い
職
員
も
在
籍
し
て
い
ま
す
。

退職者（令和４年３月 31 日付け）
三上直樹 （総務課　課長）
土﨑しのぶ （保健課　課長）
寺本英仁 （商工観光課　課長）
藤田泰弘 （福祉課）
石川　稔 （地域みらい課）
森光美佐子 （生涯学習課）
田中真由美 （生涯学習課）
兼正　優 （建設課）
服部　勲 （羽須美支所再任用職員）
沖　幹雄 （町民課再任用職員）
寺本奈美 （矢上診療所任期付職員）
栗岡志穂 （矢上診療所任期付職員）
寺本ルミ （石見東小学校任期付職員）

島根県派遣
奈須圭嗣
高橋駿人

　広島大学大学院工学研究科修了、安田女子
大学教授を経て、現在は住宅デザイン研究所
所長を務めるかたわら、2017年４月から顧問
に就任。建物改築や文化財建造物の維持のた
め、木材の利活用を検討し、木工産業による
地域振興策について助言をいただきます。

　広島大学医学部卒業、公立邑智病院院長を
経て、現在は公立邑智病院名誉院長を務める
かたわら、2020年６月から顧問に就任。邑
南町地域医療構想や新型コロナウイルス感染
症対策について助言をいただきます。

　九州大学工学部卒業、広島市経済観光局長
を経て、現在は一般社団法人地域価値共創セ
ンター理事を務めるかたわら、2021年４月
から顧問に就任。観光を中心とした広域交流
やウィズコロナに相応しい定住施策、進出企
業誘致について助言をいただきます。

　広島大学大学院文学研究科修了、島根大学
准教授を経て、現在は島根大学教授として勤
務するかたわら、2021年４月から顧問に就
任。中山間地域における地域づくりに関する
実績をもとに、地域コミュニティや高校魅力
化を中心にとした持続可能なまちづくりの取
り組みについて助言をいただきます。

顧問

金堀　一郎

石原　晋

日高　洋

作野　広和
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館長

阿須那公民館 三上武義 口羽公民館 種　文昭 瑞穂ハンザケ自然館 桑野　修
布施公民館 岡本和幸 高原公民館 東　義正 図書館 洲濵信夫
出羽公民館 賀美玲治 田所公民館 野田義仁 郷土館 森岡弘典
市木公民館 石橋友之 井原公民館 鳥居清枝
矢上公民館 小笠原文夫 中野公民館 上田七郎
日和公民館 中井伸人 日貫公民館 森田　修

邑南町役場　連絡先
 議会事務局　　　　☎ 95-1113　IP 3021  建設課　　　　　　　　　☎95-1120　IP 3015
 総務課　　　　　　☎ 95-1111　IP 3000  学校教育課　　　　　　　☎83-1126　IP 5250
 財務課　　　　　　☎ 95-1193　IP 3013  生涯学習課　　　　　　　☎83-1127　IP 5100
 情報みらい創造課　☎ 95-1111　IP 3000  瑞穂支所窓口グループ　　☎83-1121　IP 5000

　　 施設管理グループ　　☎83-1124　IP 5001 地域みらい課　　　☎ 95-1117　IP 3019
 町民課　　　　　　☎ 95-1114　IP 3006  羽須美支所窓口グループ　☎87-0221　IP 6500

 　　　施設管理グループ　☎87-0222　IP 6501 福祉課　　　　　　☎ 95-1115　IP 3008
 医療政策課　　　　☎ 95-1175　IP 3000  矢上診療所　　　　　　　☎95-3070　IP 2408
 保健課　　　　　　☎ 83-1123　IP 5002  阿須那診療所　　　　　　☎88-0176　IP 6221
 水道課　　　　　　☎ 95-1118　IP 3017  井原診療所　　　　　　　☎95-0308　IP 3938
 産業支援課　　　　☎ 95-1116　IP 3011  日貫診療所　　　　　　　☎97-0191　IP 2340

令和４年度　邑南町消防団新体制
　邑南町消防団の熊山仁志団長（中野）が３月 31 日付け
で退任され、新団長に倉見譲副団長（出羽地区）が就任し
ました。
　熊山前団長は、旧石見町時代に、副班長、班長を歴任
され、合併後は部長、副分団長、分団長、副団長、平成
28 年４月からは団長に就任されました。消防団活動は
45 年の長きにわたり、消防団活動の重要性と任務を深く
認識し、郷土愛護の精神から災害現場に率先出務し、的
確な情勢判断と部隊指揮のもと、各種災害被害を最小限
に留めてこられました。
　新団長の倉見さんは、合併後、分団長、副団長を歴任
されました。その豊富な経験や知識を活かし、さらなる
地域防災力の向上を目指した取り組みが期待されます。

階級 氏名
団長  倉見　譲

副団長
 三次　宏昭
 松川　昌司
 古田　五二嗣

◇邑南町消防団幹部

◇邑南町消防団分団長
分団名 氏名

 第１阿須那分団  山根　悦文
 第２口羽分団  三上　孝行
 第３田所分団  洲濵　道教
 第４出羽分団  夏明　幸彦
 第５高原分団  石橋　清
 第６布施分団  松島　秀樹
 第７市木分団  水口　貴文
 第８矢上分団  秋田　弘昌
 第９中野分団  寺本　一広
 第10井原分団  北村　誠
 第11日貫分団  瀧田　均
 第12日和分団  清水　浩

防災情報防災情報
総務課
1 95-1111　IP 050-5207-3000

令和４年度の邑南町消防団体制は、右記のとおりです。

　副団長２人、分団長４人が新たに昇格しました。ま
た、12 人の新入団員を迎え、町民の尊い生命と貴重
な財産を、火災などから守ることを目的に活動してい
きます。

倉見新団長
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社
会
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

社
会
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
inin
邑
南
邑
南
2
0
2
1

2
0
2
1

～
公
民
館
を
ど
う
実
践
し
て
ゆ
く
の
か
～

　
３
月
12
日
、
健
康
セ
ン
タ
ー
元
気
館
で
社
会
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
公
民
館
や
団
体
に

よ
る
取
り
組
み
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
社
会
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

取り組み事例発表取り組み事例発表
① 「市木市」いらっしゃい！いらっしゃい！
　　 （学校と共にある地域づくり）
　　　発表者：瑞穂中学校２年生
　　　　　　　野村蓮太郎さん・原田大輝さん

　令和元年度当時の市木小学校５・６年生が考えた「市木市」を、２年
越しとなる令和３年度にようやく開催できた経緯や、次回への課題。

② 「中学生SALON」ではばたく準備（中学生の拠点づくり）
　　　発表者：中野公民館　伊東真輝主事

　学校でも家庭でもない第三の居場所（サード・プレイス）を目指し
た取り組み。

③ 若者が集まる魅力的な公民館
　　（大人のアフターセブン教室について）
　　　発表者：井原公民館　藤井勇輝主事

　日中は、仕事や子育てで忙しい若者世代をターゲットに、地区外参
加や子連れ参加ができ、内容は参加者自身で決める幅広い交流。

④ ファーストペンギンってご存知ですか
　　（女性リーダーの育成）
　　　発表者：おおなんペンギンプロジェクト
　　　　　　　寺内里美さん・大西淳子さん

　互いに支え合う仲間づくりのため、年代も職業もバラバラの人たち
が立ち上げたおおなんペンギンプロジェクトのこれまでとこれから。

ら一歩ずつ進めてほしい」、牧野教授からは「一
人ひとりが生き生きと暮らしていくことが大
切。どのような地域にしていくのか住民自ら
の意思で決定できるまちになってほしい」と
エールが贈られました。

小田切徳美 明治大学教授
牧野篤 東京大学大学院教授 インタビュー・ダイアローグ

　小田切教授と牧野教授による“「人を育て
る公民館」から「人が育つ公民館」へ”と題
した講演がありました。今年度は、土居教育
長の進行により、対談形式で行いました。
　そのなかで、世代・地域・団体などが入り
混じる“ごちゃまぜ”というキーワードがで
ました。これまでは、呼び込むことが公民館
活動の主流だったが、これからは、世代や地
域、団体がいりみだれて“つながる”ことが
必要と話されました。
　最後に、小田切教授から「手づくり自治に
は、住民が当事者意識を持つことが大切。公
民館を中心にマイペースに持続できることか 左から、小田切教授、牧野教授
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公
立
邑
智
病
院
職
員
採
用
試
験
を
、
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

【
試
験
区
分
】

　
薬
剤
師（
職
務
経
験
者
）　
１
人

　
薬
剤
師　
１
人

【
受
付
期
間
】

　
令
和
４
年
３
月
４
日
以
降
、
随
時（
採
用

　
予
定
人
員
に
達
し
た
時
点
で
募
集
終
了
）

【
試
験
内
容
】

　
◆
第
１
次
試
験
…
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

　
　
※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

　
◆
第
２
次
試
験
…
作
文
試
験
、
面
接
試
験

　
　
　
日
時
：
受
付
順
に
調
整
の
う
え
実
施

　
　
　
会
場
：
公
立
邑
智
病
院

【
採
用
日
】

　
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
（
薬
剤
師
免
許

　
を
有
す
る
人
は
早
期
採
用
応
相
談
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
公
立
邑
智
病
院 

総
務
経
営
課
総
務
係

　
　
☎
9
5-

2
1
1
1

　
　

http://w
w

w
.ohchihospital.jp

公
立
邑
智
病
院
職
員
採
用
試
験

町内で民間診療所の開設民間診療所の開設や事業継承事業継承をお考えの人へ

邑南町民間診療所新規開設及び承継支援事業邑南町民間診療所新規開設及び承継支援事業
　将来にわたって、だれもが必要とする医療を安心して受けられるように、町内で民間診療所を
新設、または今ある診療所を事業承継する人へ、必要な経費に対する補助金制度を創設しました。

【問い合わせ先】医療政策課　☎ 95-1175　IP 050-5207-3000

【対象者】
　医師・歯科医師・医療法人
　　新規開設：町内で診療所を新設する場合
　　事業承継：既設診療所の事業承継を目的と
　　　　　　　して拡充する場合

【対象経費】
　次の①～③の合計額
　　① 土地・建物の取得
　　② 医療機器（１つ100万円以上）の購入
　　③ 建物の建設工事

【補助金額】
　新規開設：対象経費の 1/2（上限 1,000 万円）
　事業承継：　　　〃　　　 （上限 500 万円）

【募集期間】
　５月 31 日（火）まで

【要件】※審議委員会の意見を踏まえ町長が決定

① 町内に住所を置いているか、または住所を
置く見込みであること

② 開設（事業継承）後、10年以上運営し、か
つ外来診療を継続する見込みであること

③ 邑智郡医師会、邑智郡歯科医師会に加入し
積極的に地域医療へ貢献すること

④ 町が行う保健・医療・福祉等に関する事業
に協力すること

⑤ 町税の滞納がないこと

　地域の身近な集まりに公民館が出向いて様々な学びにつなげる
「移動公民館事業」や、「コロナ撲滅人権標語日めくりカレンダー」
の取り組みが評価され、阿須那公民館が優良公民館として全国表彰
されました。今年は全国で 59 館が選ばれています。今回の社会教
育フォーラムにあわせ、邑南町でもあらためて表彰式を行いました。
　三上武義館長は、「今回の栄誉を励みに、なお一層の研鑽を重ね精
進します」と喜びを語りました。 三上館長

 阿須那公民館　第74回第74回全国優良公民館表彰全国優良公民館表彰
もう一人の家族になろう　～誰一人取り残さない社会実現～もう一人の家族になろう　～誰一人取り残さない社会実現～

※
こ
の
他
、
調
理
員
・
看
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト

（
会
計
年
度
パ
ー
ト
）
も
募
集
中
！
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　自分の意志で契約ができるということは、「 契約に対する責任」「 契約に対する責任」 が

自分自身に発生するということです。 契約する前に慎重に内容を確認し、

本当に必要な契約かどうかよく考えましょう。

　平成 30 年 6 月 13 日に成立した「民法の一部を改正する法律」が、令和４年４月１日から施
行されました。これにより、成年年齢が 20 歳から 18 歳に引き下げられます。成年年齢の見直
しは約 140 年ぶりのことで、18 歳、19 歳の若者が自らの判断で人生を選択することができる
環境を整え、その積極的な社会参加を促して社会を活力あるものにすることが目的です。
　18 歳から親の同意なく契約行為などを行うことができる反面、その契約行為などに対して成
年としての法的責任も負うことになります。また、これまでと変わらず 20 歳になるまでできな
いこともありますので、気をつけましょう。

・飲酒

・喫煙

・投票券の購入
 （競馬、競輪、オートレース、 競艇）

・大型・中型自動車運転免許の取得

・養子を迎えること
　※健康面への影響や非行防止、青少年保護等の
　　観点から

・親の同意を得ない契約
　　携帯電話を買う
　　ローンを組む
　　クレジットカードを作る
　　アパートを借りる

・10 年有効のパスポート取得
・国家資格の取得
　　公認会計士や司法書士、医師免許、薬剤師免許など

・結婚（女性の結婚可能年齢が 16 歳から 18 歳に引き上
　　　　 げられ、男女とも 18 歳になります）

・選挙（平成 28 年 6 月から）

18 歳になったらできること 20 歳にならないとできないこと
（これまでと変わらないこと）

画像提供　政府広報オンライン

全国消費者ホットライン全国消費者ホットライン「「11
い や やい や や
8888」」  へへ

もしも消費者トラブルや困ったことがあったら
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障 がいを知ることから始めよう
日貫公民館 あいサポーター研修

　３月７日に日貫公民館で、寺本愼
ち か し

司さんと岩谷久美子さんを
講師に、あいサポーター研修会が開かれました。あいサポータ
ーとは、障がいを理解し日常のちょっとした手助けをして、誰
もが暮らしやすい共生社会を目指すあいサポート運動を実践す
る人のことです。講師を務めた寺本さんは「今日は、子どもた
ちが聞きにきてくれたので、この話が親御さんに伝わり、そこ
から大人のコミュニティに広まっていけば、共生社会を実現で
きる」と、機運が高まることを期待していました。

「困っている人を見たら、少し勇気を
だして『手伝いましょうか』と声をかけ
てください」と話す寺本さん（左）

公 民館で学んだ成果を披露！
阿須那公民館まつり展示の部

　２月 21 日から３月 12 日まで、阿須那公民館で公民館まつ
りの作品展示が行われました。
　クラフト教室や手芸教室など、趣味を活かした公民館自主
教室の人たちが、日頃の活動を通して作った作品が展示され
ました。また、展示期間中には来館者に折り紙で桜やひな人
形などを作ってもらい、つるし雛も作りました。

展示作品を観賞する来館者

大きなひな壇を楽しむ来館者（市木）

市木ビッグひな祭り文化展・出羽ひな街道スタンプラリー
春 の訪れを感じる行事

　市木公民館で、３月３日から 22 日までビッグひなまつり文
化展が開催されました。11 段あるひな壇には 120 体以上の
人形が飾られました。地元の西昌代さんは「今年も、ひな壇や
竹細工がきれいに飾られている」と楽しそうに見ていました。
　出羽地区では、３月13 日から 27 日まで出羽ひな街道が行
われました。出羽周辺の旧道沿いにある各家の縁側や玄関口な
どにひな人形が飾られ、通行する人たちを楽しませました。初
日には、おおなんウォーキングスタンプラリーも開催され、参
加者はひな人形で飾られた通りを元気に歩きました。

縁側のひな飾りを楽しむウォーキ
ングスタンプラリー参加者（出羽）

公民館ロビーに飾られたひな壇
（出羽）

ひな壇のとなりには手芸教室の作品を
展示（市木）
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　邑南町には、３つの奨学金制度があります。それ
ぞれ特色ある奨学金制度ですので、進路にあったも
のを選んで、ぜひご活用ください。

●募集開始　５月２日（月）
●応募締切　６月７日（火）
　　　　　　　　併願可能（併用不可）

【
目
的
】

　
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
就
学
が
難

し
い
人
の
た
め
の
学
資
援
助

【
申
請
要
件
】

①
高
等
学
校
以
上
の
学
校
に
在
学
し

て
い
る
こ
と

②
就
学
の
意
思
が
あ
る
が
、
経
済
的

理
由
で
困
難
で
あ
る
こ
と

③
ほ
か
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い

こ
と

【
申
請
書
類
】

①
奨
学
金
貸
与
願
書

②
在
学
証
明
書

③
住
民
票（
本
人
・
保
護
者
）

④
所
得
証
明
書（
令
和
３
年
中
所
得
）

【
償
還
条
件
】

　
無
利
子
。
貸
与
完
了
か
ら
１
年
経

過
後
に
開
始
し
、
貸
与
期
間
の
２
倍

の
期
間
で
償
還

【
償
還
免
除
】

　
卒
業
後
１
年
以
内
に
町
内
へ
定
住

し
、
卒
業
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
と

き
全
額
免
除

◆
邑
南
町
奨
学
金

邑南町の奨学金制度

奨学生募集
●申請要件　本人または保護者が
　町内在住であること（ほか下記参照）

【
目
的
】

　
町
内
の
医
療
・
福
祉
施
設
で
業
務

に
従
事
す
る
意
思
が
あ
る
人
材
の
、

専
門
資
格
・
知
識
習
得
の
た
め
の
学

資
援
助 ◆

邑
南
町
医
療
福
祉
従
事
者
確
保
奨
学
金

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
教
育
課

　
☎
８
３
‐
１
１
２
６

　
IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
２
５
０

【
償
還
条
件
】

　
無
利
子
。
学
校
卒
業
か
ら
３
年
経

過（
据
置
期
間
）後
に
開
始
し
、
貸
与

期
間
の
２
倍
の
期
間
で
償
還

【
償
還
免
除
】

　
免
許
・
資
格
を
取
得
し
、
据
置
期

間
経
過
後
に
町
内
に
居
住
し
、
町
内

の
医
療
・
福
祉
施
設
で
免
許
・
資
格

を
生
か
し
た
業
務
に
従
事
し
た
期
間

が
貸
与
期
間
以
上
に
な
っ
た
と
き
償

還
免
除
。（
医
師・
歯
科
医
師・
薬
剤

師
は
、
学
校
卒
業
後
３
年
経
過
し
て

か
ら
正
規
の
修
学
年
限
の
３
倍
以
内

の
期
間
中
に
貸
与
期
間
以
上
の
期
間

と
な
っ
た
と
き
）

【
対
象
と
な
る
資
格
】

　
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
看

護
師
・
介
護
福
祉
士

※
今
年
度
か
ら
対
象
国
家
資
格
が
変

　
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意

　
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
課

　
☎
８
３
‐
１
１
２
３

　
IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
２

　
　
　
　
区　
　
分

貸
与
月
額

高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
後
期
課
程
、

特
別
支
援
学
校
高
等
部

国
公
立

 
１
万
円

私　
立

 
１
万
５
千
円

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

大
学
校
（
２
年
制
大
学
と
同
等
の
課
程
）

国
公
立

 

２
万
円

私　
立

 

２
万
５
千
円

大
学
、
大
学
校
（
４
年
制
大
学
と
同
等
の
課
程
）
国
公
立

 

３
万
円

私　
立

 

３
万
５
千
円

大
学
（
医
学
、
歯
学
又
は
薬
学
を
履
修
す
る
課

程
）、
大
学
院

国
公
立

 

４
万
円

私　
立

 

５
万
円

区　
　
分

貸
与
月
額

短
期
大
学
、
高

等
専
門
学
校
、

専
修
学
校

国
公
立
５
万
円

私　
立
６
万
円

大
学

国
公
立
６
万
円

私　
立
８
万
円

大
学
、
大
学
院

（
医
学
、
歯
学

又
は
薬
学
を
履

修
す
る
課
程
）

国
公
立
15
万
円

私　
立
20
万
円

区　
　
分

貸
与
月
額

短
期
大
学
、専

修
学
校
、農
業

者
研
修
教
育

施
設

国
公
立

５
万
円

私　
立

６
万
円

大
学
、大
学
院
国
公
立

６
万
円

私　
立

８
万
円

◆
邑
南
町
農
林
業
後
継
者
育
成
奨
学
金

【
目
的
】

　
町
内
の
農
林
業
振
興
に
資
す
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
の
学
資
援
助

【
申
請
要
件
】

①
大
学
も
し
く
は
専
修
学
校
、
農
林

大
学
校
な
ど
で
、
農
林
業
に
関

す
る
知
識
及
び
技
術
を
履
修
す
る

【
申
請
要
件
】

①
大
学
・
大
学
院
で
、
医
学
・
歯
学
・

薬
学
を
履
修
す
る
課
程
に
在
学

し
、
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤

師
免
許
を
取
得
見
込
み
で
あ
る

か
、
も
し
く
は
、
大
学
・
短
大
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
で
、

医
療
ま
た
は
福
祉
技
術
を
履
修

す
る
課
程
に
在
学
し
、
対
象
と

な
る
医
療
福
祉
資
格
を
取
得
見

込
み
で
あ
る
こ
と

②
①
に
定
め
る
免
許
ま
た
は
資
格
を

有
し
た
後
、
町
内
医
療
施
設
ま

た
は
福
祉
施
設
で
免
許
・
資
格

を
生
か
し
た
業
務
に
従
事
す
る

意
思
が
あ
る
こ
と

【
申
請
書
類
】

①
奨
学
金
貸
与
願
書

②
在
学
証
明
書

③
住
民
票
（
本
人
・
保
護
者
）

④
小
論
文
（
８
０
０
字
程
度
）

　
テ
ー
マ
「
邑
南
町
の
医
療
福
祉
に

携
わ
っ
て
、
私
が
や
り
た
い
事
」
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課
程
に
在
学
し
て
い
る
こ
と

②
①
に
定
め
る
学
校
卒
業
後
、
町
内

で
農
林
業
に
従
事
す
る
意
思
が

あ
る
こ
と

【
申
請
書
類
】

①
奨
学
金
貸
与
願
書

②
在
学
証
明
書

③
住
民
票（
本
人
・
保
護
者
）

④
小
論
文（
８
０
０
字
程
度
）

　
テ
ー
マ「
私
が
考
え
る
将
来
の
邑
南

町
の
農
林
業
」

【
償
還
条
件
】

　
無
利
子
。
貸
与
完
了
か
ら
１
年
経

過
後
に
開
始
し
、
貸
与
期
間
の
２
倍

の
期
間
で
償
還

【
償
還
免
除
】

　
卒
業
後
１
年
以
内
に
町
内
へ
定
住

し
、
農
林
業
に
従
事
し
て
卒
業
か
ら

５
年
が
経
過
し
た
と
き
半
額
～
全
額

免
除
（
全
額
免
除
の
対
象
は
、
自
営

農
林
業
に
従
事
し
た
場
合
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
産
業
支
援
課

　
☎
９
５
‐
1
1
1
6

　
IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
3
0
1
1

介護相談員表彰
高原　加

か や ま
山 美

み え こ
惠子 さん

　３月23日、10年以上にわたる介護相談員と
しての活動が評価され、国から事業を委託さ
れている「介護サービス相談・地域づくり連絡
会」から永年勤続功労者として加山さんが表彰
され、贈呈式が役場本庁で行われました。

ちくせん会議＋邑南ラボフォーラムちくせん会議＋邑南ラボフォーラム
YouTube 配信YouTube 配信

　２月19日に収録した『ちくせん会議＋邑南
ラボフォーラム』が、YouTube の「邑南町
ちくせんチャンネル」で視聴できます。
　ぜひ、ご覧ください。

こちらから

羽須美地域 瑞穂地域 石見地域

燃えるごみ 毎週 月・木 毎週 火・金 毎週 火・金

プラスチック 毎週 火 毎週 月 毎週 月

紙 4日（水・祝）・18日（水） 4日（水・祝）・18日（水） 4日（水・祝）・18日（水）

ペットボトル 11日（水）・25日（水）　 11日（水）・25日（水）　 11日（水）・25日（水）　

ビン・カン
古紙類・不燃ごみ

（月１回）

20日（金）：戸河内・口羽
　　　　　 上田

23日（月）：雪田・阿須那
　　　　　 宇都井

24日（火）：市木・上田所
　　　 　　四つ葉・中組住宅
25日（水）：亀谷・下田所・鱒渕
　　　 　　西鱒渕・出羽
26日（木）：高原・布施

27日（金）：井原・中野

30日（月）：矢上

31日（火）：日和・日貫

粗大・有害ごみ

（年２回）
16日（月）：井原・中野
17日（火）：矢上
18日（水）：日和・日貫

休日直接搬入
（家庭ごみのみ） 15日（日）９時～16時　※令和４年度から毎月第３日曜日は直接搬入日となります。

※おおなんケーブルテレビ（11ch）データ放送、邑南町公式アプリにも掲載しています。

５月のごみ収集日５月のごみ収集日
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■料金
　3,000 円（新規登録込みの場合：6,000 円）
　　［内訳］注射料：2,450 円
　　　　　  注射済票交付手数料：550 円
　　　　　  新規登録手数料：3,000 円

■日程
  ◎羽須美地域…5月17日（火）
  ◎瑞　穂地域…5月18日（水）・19日（木）
  ◎石　見地域…5月19日（木）・20日（金）

※飼い犬を登録済みの方には、個別にハガキ
で時間や会場等をお知らせします。

■持ち物
  ・料金
  ・役場からの通知ハガキ（登録済みの方）

　令和 4 年度の狂犬病予防集合注射を行います。
　会場ではマスクを着用し、感染予防対策にご協力ください。

　狂犬病予防注射は、飼い主が毎年 4月 1日か
ら 6月 30日までに行うよう、狂犬病予防法で定
められています。
　しかし、新型コロナウイルス感染症の影響によ
りやむを得ない事情があるときは、令和４年 12
月 31 日までに狂犬病予防注射を受けさせればよ
いとされています。集合注射ができなかったと
きは、動物病院等で必ず狂犬病予防注射を受け
させましょう。動物病院等で予防注射をしたと
きは、病院で発行される注射済証を役場窓口へ
持参し、注射済票の交付（手数料 550 円）を受
けてください。

　集合接種の会場でも、飼い犬の新規登録ができます。未
登録の飼い犬については通知ハガキがお送りできないので、
接種会場を事前に邑南町ホームページ等でお確かめのうえ、
お越しください。
　なお、室内犬でも登録及び狂犬病予防注射が必要です。

　次の場合は、役場へ必ずご
連絡ください。

  ① 犬が死亡したとき
  ② 犬の住所が変わったとき
  ③ 飼い主が変わったとき

狂犬病予防注射狂犬病予防注射 登録したら「鑑札」
注射したら「注射済票」

　　　　をつけよう！

【問い合わせ先】町　　　　 民 　　　　課　☎ 95-1114　IP 050-5207-3006
　　　　　　　  瑞 穂 支 所 窓 口 グ ル ー プ　☎ 83-1121　IP 050-5207-5000
　　　　　　　  羽須美支所窓口グループ　☎ 87-0221　IP 050-5207-6500

除雪オペレーター 除雪オペレーター 育成支援補助金交付制度
　邑南町の町道等の除雪業務に従事していただける事業者や個人に対し、運転免許の取得など
に必要な経費を補助する制度がありますので、ぜひ、ご活用ください。

対 象 者：次のいずれにも該当する人
　　　　　① 申請日において満 65 歳未満の人
　　　　　② 町内の事業者または個人
　　　　　③ 補助金交付後、町道等の除雪業務に従事していただく人
対象経費：○第 1 種運転免許のうち大型特殊自動車免許の取得に要する経費
　　　　　○車両系建設機械運転技能講習の受講に要する経費
補助金額：対象経費の２分の１以内（上限 10 万円）
交付条件：補助金交付を受けた年度から起算して５年以上、町道等の除雪業務に従事すること

【問い合わせ先】建設課　☎ 95-1120　IP 050-5207-3015
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障
が
い
福
祉
情
報
コ
ー
ナ
ー

障
が
い
福
祉
情
報
コ
ー
ナ
ー

福祉医療費助成制度福祉医療費助成制度
　医療機関にかかった場合に、医療費自己負担分を助成する制度です。助成を受け
るには、福祉医療費医療証（資格証）の交付を受ける必要があります。交付後、住
所や保険証に変更があったときは、役場窓口での手続きをお願いします。

対象者
・重度心身障がい者（いずれか１つに該当）
　◎ 身体障害者手帳１級または２級
　◎ 療育手帳A
　◎ 精神障害者保健福祉手帳１級
・重複障がい者（いずれか２つに該当）
　◎ 身体障害者手帳３級または４級
　◎ 精神障害者保健福祉手帳２級
　◎ 知的障がい
・ひとり親家庭
　ひとり親で所得税非課税世帯の 18歳未満の
児童とその扶養者（課税世帯でも被扶養者数
により対象となる場合あり）。

助成内容
　福祉医療費医療証（資格証）を提示する
と医療機関窓口での本人負担額は医療費
の１割となり、下表のとおり上限額が適
用されます（１か月１医療機関あたり）。

区　分 住民税非課税世帯 住民税課税世帯
入　院 2,000円 20,000円
入院外 1,000円 6,000円
薬局等 自己負担なし
※薬局等とは、薬局、柔道整復施術所、治

療用装具、訪問看護ステーション、　はり・
きゅう・あんま・マッサージ施術所

化石発掘ゾーン

　
み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。

　

昨
年
度
は
、
邑
南
町
の

人
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な

体
験
が
で
き
て
、
た
い
へ

ん
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
フ

ロ
ア
ボ
ー
ル
、
モ
ル
ッ
ク
、

そ
し
て
日
本
独
特
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
書
き
初
め
と
い
う
伝
統
的
な
行
事
に
も
参

加
で
き
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
町
の

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
、
た
と
え
ば
赤
馬
滝
や
宇
都
井
駅
、

高
原
の
化
石
発
掘
ゾ
ー
ン
な
ど
の
取
材
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
よ
り
一
層
邑
南
町
の
こ
と
を
知
り
、
邑

南
町
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
双
方
向
の
情
報
発
信
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
取
材
の
ネ
タ
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

サ
カ
リ
の
話
を

Kuunnelkaapa CIR-Sakarin Tarinoita

聞
い
ち
ゃ
ん
さ

聞
い
ち
ゃ
ん
さ
い
！
い
！

フィンランド出身国際交流員による、フィンランドや邑南町の話

【新年度のごあいさつ】

第３回
書き初め初挑戦

【問い合わせ先】福　　　　 祉 　　　　課　☎ 95-1115　IP 050-5207-3008
　　　　　　　  瑞 穂 支 所 窓 口 グ ル ー プ　☎83-1121　IP 050-5207-5000
　　　　　　　  羽須美支所窓口グループ　☎ 87-0221　IP 050-5207-6500

■ 手続きの際には、本人確認書類が必要です。
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今年度の自動車税種別割の納期限
は 5月31日です。納税通知書は
５月２日に発送します。納税通知
書とスマホやパソコンがあれば、
キャッシュレス納付もできます。
期限までの納付をお願いします。
納期限　５月31日（火）
納付方法
・スマホやパソコンでのキャッ
シュレス納付

（PayPay、LINE Pay、ｄ払い、
 au PAY、J-Coin Pay）
・クレジットカード
・インターネットバンキング
・コンビニエンスストア
・金融機関、県民センター窓口など
※一定の要件に該当すれば、申請
によって納税の猶予を受けられる
場合があります。詳しくは島根県
のホームページをご覧ください。
問 島根県西部県民センター収納管理課
　 ☎ 0855-29-5522

自動車税種別割の納期
内納付について

お知らせ
このコーナーは、皆さんの暮らし
に役立つ情報を掲載しています。
詳しい内容は、それぞれ問い合わ
せください。

５月の納税
◎軽自動車税（全期）
◎国民健康保険税（２期）
納期限　５月 31 日（火）
６月の納税
　町県民税１期
　国民健康保険税３期

３月 交通事故発生状況
発生 死者 傷者

邑智郡
３月 ０件 ０人 ０人

前年比 ０件 ０人 ０人

邑南町
３月 ０件 ０人 ０人

前年比 ０件 ０人 ０人
石見地域 ３月 ０件 ０人 ０人
瑞穂地域 ３月 ０件 ０人 ０人
羽須美地域 ３月 ０件 ０人 ０人

くにびき学園では、原則として県
内在住で、学習意欲旺盛、地域活
動に関心のある人を募集します。
期間：令和４年９月～令和６年８月
拠点：いわみーる
　　　（浜田市野原町 1826-1）
定員：25人程度
資格：60歳以上の人を基本とする
　　　が、それ以下でも受講可能
費用：受講申込金　10,000円
　　　年額受講料　18,000円
　　　その他、傷害保険料や諸経費
　　　は受講者負担
願書：HPからダウンロード
https://www.kunibiki-gakuen.jp/
締切：7 月29日（金）※消印有効
問 くにびき学園西部校
　 ☎0855-24-9336

くにびき学園受講生
募集

障がい者など（生計を同一にして
いる者も含む）が所有する軽自動
車等や、車いす用等改造された車
で次の要件に該当するものは、減
額免除の対象となります。
また、昨年度減免申請された人に
は「現況報告書兼減免申請書」を郵
送します。必要事項を記入し、期
限までに返送することで減免申請
の手続きができます。
減免の要件
① 障がい者が所有する軽自動車
　 等、または軽自動車を所有し
　 ていない障がい者と生計を同
　 一にする人が所有する軽自動
　 車等
※ 障がいの級などによって減免
　 とならない場合もあります。
② 構造が身体障がい者等が利用
　 するための軽自動車
申請に必要なもの
障害者手帳等・車検証・運転免許
証（運転される人のもの）・減免申
請書（窓口にあります）・納税義務
者の個人番号カードまたは通知
カードなど
個人番号
申請の際に、納税義務者の個人番
号が必要ですので、番号確認と身
元確認ができるものを持参くださ
い。代理人が窓口に申請に来られ
る場合は代理権の確認ができるも
の、代理人の身元確認のできるも
の、減免を受ける人の番号確認が
できるものをご持参ください。
申請期限　５月31日（火）
問 財務課　☎ 95-1193
　　 IP050-5207-3013
　 瑞穂支所　☎ 83-1121
　　 IP050-5207-5000
　 羽須美支所　☎ 87-0221
　　 IP050-5207-6500
なお、自動車税は手続きが別で
すので島根県西部県民センター
税務部不動産・自動車課税課（☎
0855-29-5521）にお問い合わせ
ください。
ただし、減免が受けられるのは、
自動車税か軽自動車税のどちらか
一方になります。（二重には受け
られません）

軽自動車税種別割の
減免

交通安全意識の高揚を図ることを
目的に広く県民から写真を募集し
ます。
応募期間・資格・規定
４月１日～８月 17 日
県内在住、または勤務している人。
・４つ切りまたはワイド４つ切り
・昨年８月以降に応募者が撮影し
　た未発表のもの
・入賞作品は主催者が自由に使用
・応募作品は返却しない
・肖像権は応募者の責任で解決
応募方法
交通安全写真コンクール応募票

（警察署にあります）に必要事項を
記入し、邑智郡安全運転管理者協
会または山陰フジカラーを経由
し、島根県安全運転管理者協会へ
送付。
問 島根県安全運転管理者協会
　 ☎ 0852-36-7220

交通安全写真
コンクール募集

島根県ナースセンターでは看護職
への就業を希望する人を対象に就
業相談や研修を開催しています。
日時・場所
毎月第４水曜日　13時～16時
※11月と12月は第３水曜日
ハローワーク石見大田

（大田市大田口 1182-1）
問 島根県ナースセンター
　 ☎ 0852-27-8510

移動ナースバンク
就業相談会
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事業所名 職　種 内　容 年齢 備　考
㈲森下電設工業邑南
営業所

（下亀谷）
事務スタッフ ワード・エクセルを使用しての書類

作成 不問 普通自動車運転免許（必須）

㈱ソラスト広島支社
（勤務地は、公立邑智病院）医療事務

公立邑智病院での医療事務、
患者応対、電話応対、診療費計算、
レセプト業務等

不問
普通自動車運転免許、パソ
コンの基本操作（必須）
※パート求人あり

社会福祉法人　島根県社
会福祉事業団
緑風園

（中野）

支援員 障がいのある利用者への生活支援、
相談援助等

65歳
以下

世話人
障がいのある利用者が住むグループ
ホームで家庭食事の提供や身の回り
の支援等

74歳
以下

㈲邑智ピッグファーム
（日貫） 飼育管理者 豚の飼育管理、出荷・洗浄業務、浄

化槽管理、機器メンテナンス作業等 不問
普通自動車運転免許

（AT 限定不可・必須）
※パート応相談

社会福祉法人　
旭福祉会　あさひ園

（浜田氏旭町）
介護職員

特別養護老人ホームあさひ園入所者
の身の回りのお世話、食事、排せつ、
入浴介助

不問 介護福祉士、ヘルパー２級
（あれば尚良し）

㈱チヨダコーポレー
ション

（北広島町）
作業員 マットレスのスプリング製造 59歳

以下

https://www.hellowork.go.jp/index.html
　最新の邑南町の求人情報はハローワークインターネットサービスをご利用ください。

人人 情情
ハローワークハローワーク

報報求求

【問い合わせ先】邑南町無料職業紹介所 1 95－2565（産業支援課内）　IP 050-5207-3020

邑
南
町
無
料
職
業
紹
介
所 

求
人
情
報

　
紹
介
所
は
商
工
観
光
課
内
に
あ
り
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
ま
で
、
毎
日
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。（
土
日
祝
日
を
除
く
）

サポステ出張相談
日時：４月28日（木）
　　　５月26日（木）
　　　14時～16時（両日）
場所：健康センター元気館

　15歳～49歳の求職者や、そ
の家族を支援します。お気軽
にご相談ください。

　問 サポステ浜田
　 　☎ 0855-22-6830

■情報公開請求の状況
　請求：戸籍等の請求状況１件
　処理：非開示
　不服申し立て：０件
　情報公開審査会（招集）：０件

令和３年度 邑南町情報公開・個人情報開示請求状況

■個人情報開示請求の状況
　請求件数：０件
　個人情報保護審査会（招集）
　　　　　　　　　　　：０件

【問い合わせ先】　総務課　☎ 95-1111　IP 050-5207-3000

ご長寿体操

おおなん情報局（偶数時間）おおなん情報局（偶数時間）
終了後終了後 に 放送中！

　ケーブルテレビ健康体操では、春から新しく「フレイル予
防の体操」をメインテーマに放送します。
　フレイルになる大きな原因の一つに、筋力の低下がありま
す。コロナ禍で外出の機会も減り、筋力が低下しやすい今、
ぜひテレビの前で私たちと一緒に運動しましょう！

ラ
ジ
オ
体
操
第
一
を

　

倍
の
時
間
で
ゆ
～
っ
く
り

ゆ
～
っ
く
り
と
‼

※フレイル…介護が必要になる前の身体機能が低下
　　　　　　してきた状態。運動することで健康な
　　　　　　状態に戻れます。

【問い合わせ先】
　保健課　☎ 83-1123　IP 050-5207-5002
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国民年金保険料免除・納付猶予制度について

　国民年金の被保険者は、毎月保険料を納付する必要があります
が、収入の減少や失業、就学中などで経済的に支払いが困難な場
合には保険料の免除や納付猶予を申請することができます。

申請することのメリット
・保険料を免除された期間は、老齢年金を受け取る際に２分の１の額は受給
　できます。
・保険料免除、納付猶予を受けた期間中に怪我や病気などで、障がいや死亡
　等の不慮の事態が発生した場合、障害年金や遺族年金を受け取ることがで
　きます（手続きをせず未納となっている期間がある場合、保険料納付要件
　を満たさず受給できない可能性が生じます）。

◎国民年金保険料免除・納付猶予
　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、保険料
の納付が免除もしくは猶予されます。
　免除の種類：『全額、半額、４分の３、４分の１』の免除、納付猶予
　必要なもの：基礎年金番号のわかる書類、
　　　　　　　雇用保険受給資格者証（失業の場合）
※新型コロナウイルス感染症の影響による収入減少でも申請することができ
　ます。詳しくは日本年金機構のホームページをご覧ください。

◎学生納付特例
　前年所得が基準以下の学生（大学、大学院、短大、高等学校、高等専門学校、
専修学校等）を対象とし、在学中は保険料納付が猶予されます。
　20 歳になった年度は学生証または在学証明書の原本を添付して申請書を
提出してください。学生の間は毎年度申請する必要がありますが、初回申請
の翌年度からは４月中旬頃に自宅に届くはがき型申請書で申請できます。

いずれの申請も、役場窓口または浜田年金事務所で手続きができます。
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図書館だより
図書館本館☎ 83-1760　IP050-5207-4500
羽須美分館☎ 88-0001　IP050-5207-6000
石 見 分 館☎ 95-1044　IP050-5207-2400

＜行事予定＞
　５月11日（水）ストーリーテリング勉強会（本館）
　　　16日（月）ストーリーテリング勉強会（石見分館）
　　　21日（土）おはなし会（本館）
　　　※新型コロナウイルス感染症対策のため中止する
　　　　ことがあります。

　インターネット、携帯電話から検
索・予約ができます。
　右の二次元バーコード（QR）から
携帯サイトへアクセスできます。

司書のおすすめ司書のおすすめ

一万円選書
　岩田徹／著
　ポプラ社

　経営難となった北海道砂川市の「いわた書店」
が、2007 年から始めた「一万円選書」。お客さ
んが一万円を払って、自分に合う本を岩田さん
に選んでもらいます。利用者からはお礼の手紙
が届き、現在でも多くの人が順番を待っていま
す。カルテには、「これまで読んだ本の印象に残っ
ている 20 冊を教えてください」「これまでの人
生で嬉しかったこと、悲しかったことは？」な
ど、いくつかの質問があります。じっくりと取
り組むうちにお客さんが自分自身を見つめ直す
転機となります。岩田さんはそのカルテをみて、
その人に寄り添える本を選書していきます。
※岩田さんが、どのような本を選書されている
　か気になりませんか？
　本館では、選書された本を集めて展示してい
　ますので、ぜひ、ご覧ください。

新新  刊刊  案案  内内
「夏の体温」
　　瀬尾まいこ／著　双葉社

「香君　上・下」
　　上橋菜穂子／著　文藝春秋

「古本食堂」
　　原田ひ香／著　角川春樹事務所

「昔話の扉をひらこう」
　　小澤俊夫／著　暮らしの手帖社

「ちょうどいい孤独」
　　鎌田實／著　かんき出版

「作ってあそぶ！ままごと＆ごっこ」
　　まるばやしさわこ／著　マイルスタッフ

パズルパズルを貸し出しています！
　出羽出身の中田裕二さんから、手づくりの
パズルを寄贈していただきました。時間をか
けて取り組むものもあり、貸し出しを始めま
した。脳の活性化のためにもご活用ください。

邑
南
町
進
出
企
業
会

邑
南
町
進
出
企
業
会

　

矢
上
高
校
、
石
見
養
護
学
校
へ

物
品
贈
呈

　
３
月
23
日
、
邑
南
町
進
出
企
業
会
が
、

矢
上
高
校
と
石
見
養
護
学
校
へ
物
品
を

贈
呈
を
し
ま
し
た
。
邑
南
町
進
出
企
業

会
は
、
町
外
か
ら
進
出
し
た
８
社
で
構

成
さ
れ
、
出
前
講
座
や
企
業
見
学
会
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
昨
年
か
ら
開

催
で
き
ず
、
代
わ
り
に
物
品
を
贈
呈
し

て
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
矢
上
高
校

へ
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
石
見
養
護
学
校
へ

読
み
聞
か
せ
用
大
型
絵
本
の
台（
イ
ー
ゼ

ル
）と
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ピ
ー

カ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

イーゼルを受け取る石見養護学校の
金高さんと小畑会長
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新
年
度
に
入
り
、
役
場
で
は
13
人
が
退
職

し
、
任
期
付
職
員
を
含
め
て
14
人
を
新
た
に

迎
え
ま
し
た
。

　
私
は
、
情
報
み
ら
い
創
造
課
か
ら
の
異
動

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
課
内
の
配
置
換

え
に
よ
り
、
別
の
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
３
年
間
、
つ
た
な
い
広
報
に

お
付
き
合
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、
だ
い

ぶ
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
観
光

客
誘
致
の
た
め
、
名
所
や
特
産
品
、
自
然
体

験
な
ど
、
町
を
P
R
す
る
情
報
を
発
信
し

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
橋
）

※広報おおなんは、環境にやさしい植物油インク
と再生紙を使用しています。

人口の動き
（令和 4 年 3 月 31 日）

前月比 前　年
同月比

　男　／ 4,816 人 -24 -86
　女　／ 5,280 人 -32 -100
　計　／ 10,096 人 -56 -186
世帯数／ 4,752 世帯 2 -31
　　　　　　65歳以上の割合 45.2％

※住民基本台帳人口（外国人含む）を使用しています。

４４がつ生まれのがつ生まれの
おともだちおともだち

令和 3 年 6 月生まれの赤ちゃん募集中 !!令和 3 年 6 月生まれの赤ちゃん募集中 !!
広報おおなん６月号のこのコーナーに掲載を希望される方はご連絡ください。

【応募締め切り】令和４年５月 25 日（水）
【問い合わせ先】情報みらい創造課　1 ９５－１１１１　IP 050-5207-3000
　　　　　　　　瑞 穂 支 所　1 ８３－１１２１　IP 050-5207-5000
　　　　　　　　羽 須 美 支 所　1 ８７－０２２１　IP 050-5207-6500

“雲井の里”“雲井の里”の新しい看板を贈呈の新しい看板を贈呈
　３月10日、石見東小学校６年生 12 人が
デザインした看板や横断幕などが、ふれあ
い市場 雲井の里に贈られました。
　これは小学校の総合的な学習の一環で、
児童たちが、雲井の里の魅力を伝えるため
に自分たちに何ができるか考え、提案した
ことが始まりです。井原公民館や井原つな
がるプロジェクトなど、地元の人の協力を
得て実現しました。
　みなさま、ぜひお立ち寄りください。

魅力発信！雲井の里パート２魅力発信！雲井の里パート２
　　　　つなげよう人々の心大作戦　　　　つなげよう人々の心大作戦


